
この東上総管内は，首長さんや教育長さんたちの学校に対する思いの強い地域です。だから，財政厳し
い状況下であっても，学校に対して各市町村ごとに特色を出しながら，人的あるいは物的援助がされてい
ます。保護者や地域の方も同様に，惜しみない支援・協力をされています。 
 だから，各学校でもこれらの思いを感じとり，校長先生のリーダーシップの下，より良い学校づくりに
尽力する先生方の姿が見られました。 
 当教育事務所も「すべては子どもたちのために」という思いで，管内の市町村（組合）教育委員会を通
して，各学校をサポートさせていただきました。 

今，様々な課題解決等にあたっては，「チーム学校」としての対応が求められていますが， 
事務所としても，所員が気持ちをひとつにして，「チーム東上総」という思いで頑張ってき 
ました。事務所の頑張りや一生懸命さは，感じましたか。伝わりましたか。 
 管内は，人口減に伴い，児童生徒数も減少しています。さらに統廃合が進むでしょう。 
地域が寂しくなりつつあります。だからこそ学校が核となって，児童生徒や保護者そして 
教職員が一丸となって，地域を盛り上げなければなりません。 
 児童生徒数が少ないからこそできる学力向上の取組，心を豊かにする教育，体力づくり・健康教育等々
を考えてみましょう。 
 是非東上総だから，山武地区，長生地区，夷隅地区だからできる教育について，今一度皆で考え，まず
できることから，取り組めることからやってみましょう。 
 その過程の中から，さらに「おらが学校，おらが先生・おらが子どもたち」という絆が，深まると思い
ます。「東上総バンザイ」です。 
 

いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクールにおいて，勝浦市立上野小学校 
と勝浦市立勝浦中学校が「優秀賞」を受賞しました。なお，上野小学校は，昨年に引き続き， 
２年連続の受賞となりました。おめでとうございました。 

「遊・友スポーツランキングちば」の発表があり，全体の２位にあたる「年間賞」を，御宿町立御宿小学校
が授与されました。御宿小学校は，７月～１１月の期間での１位にあたる「中期大賞」も授与されています。 

また，茂原市立東部小学校（４位），大網白里市立瑞穂小学校（６位），東金市立東小学校（７位）， 
大網白里市立白里小学校（９位）の各学校にも「年間賞」が授与されました。おめでとうございました。 
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「おらが学校のおらが先生たち， 
おらが学校のおらが子どもたち」  所長 京極 敬之 

いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクール！ 

ＮＩＳＥ（ないせ）からのお知らせ 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（ＮＩＳＥ）では，障害のある児童生徒等の
教育に携わる教員の資質向上を図る取組を支援するための「特別支援教育研修講座１０５
コンテンツ（基礎編４５専門編６０）」をインターネットにより講義配信しています。 
 視聴するためには，個人登録が必要です。平成２８年４月から個人登録をして，利用で
きるようになります。詳しい情報は，右下のＱＲコードからアクセスしてみてください。 

この他にも，下記のような教職員にとって役立つ情報が満載です。  ↓↓↓↓↓↓↓ 
 
  
 
 
 特別支援教育は，「教職員全員が学校及び地域で取り組むべき喫緊の課題である」と 
とらえ，校内での研修等をさらに充実したものにしていきましょう。 

◆インクルーシブ教育システムがわかるデータベース（インクルＤＢ） 
◆特別支援教育の専門性向上のための「免許法認定通信教育」が開講（検討中） 
◆「小学校・中学校管理職のための特別支援学級の教育課程編成ガイド」（発行予定） 

遊・友スポーツランキングちば「年間賞」！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  氏名 所属 研究領域 
②  研究テーマ 
③  研究概要（成果等） 

の３つの事項に関して 
お答えいただきました。 

今年度の長期研修生（９名）にうかがいました！ 

 「平成２７年度『生きる力』を育む東上総の教育」が，まもなく完成します。前年度
に引き続き，若手教員の授業づくりに役立つ「積極的に活用できる」内容をめざしまし
た。各教科等では，授業力アップにターゲットを絞り，「①訪問から見た成果と課題，
②学習プロセスと留意点，③役立つ資料等」について具体例を挙げながら解説しました。
そのために，２６年度版と２７年版をセットで活用することをおすすめします。 
 平成２８年度「第１回校長会議」（４月開催）で，本冊とデータＣＤを配付します。
データにつきましては，校内のサーバ等に保存し，日々の学習活動や校内研修等でご活
用ください。 

① 安齋 敦史 東金市立城西小学校 社会 
② 広い視野をもって身近な地域の課題に取り組むことができる社会科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用して東金市と福島県新地町を結びつける協働学習を通して～ 
③ 政治・生活面でのつながりを理解させ，福島県新地町立新地小学校と「災害に強いまちづくり」をテーマに 

３回のテレビ会議を行った。将来のまちづくりに対して，継続的な強い意志をもつなど，児童の視野が広がった。 

① 中舘 武優 茂原市立東中学校 数学 
② 思考力・表現力を育む学習指導の在り方 

～「一次関数」における既習事項と関連付けて学習していく活動を通して～ 
③ 既習の学習内容を振り返る場を設け，発展的に活用させていく活動を学習指導の中に取り入れた。関数とみな 

すことのよさを生かして，既習の学習と関連づけて考えることができ，補充的な学び直しと思考力の育成につ
ながった。 

① 小菅  諭 大網白里市立増穂北小学校 理科 
② 実感を伴った理解を図るための理科学習 

～防災教育につなげる第６学年「土地のつくりと変化」地震の学習～ 
③ モデル実験・視聴覚教材・身近な事象と関連付ける教材を用いて学習を行った。児童は地震に関する科学的な 

知識の理解を深め，さらに学ぶ楽しさや有用性を感じるとともに，防災に関する意識を高めることができた。 

① 山口  晋 茂原市立茂原中学校 美術 
② 生徒が自ら表現を追究することのできる題材開発 ～身近な素材を生かした系統的な造形活動を通して～ 
③ 身近な素材から表現の材料を作り，自らの思いを表現する課題追求型の題材開発。身近な素材としてトイレッ 
 トペーパーに着目し，「私の大切な場所」をテーマに造形活動を行うことで，生徒は表現を追究する力を培った。 

① 中村 功樹 いすみ市立千町小学校 体育 
② 望ましい生活習慣を自ら形成できる児童の育成 ～子ども手帳を活用した生活習慣の向上を目指して～ 
③ 目標設定型ＨＱＣシート（子ども手帳）を活用し，早寝・早起きを中心とした生活習慣の向上を図ることがで 

きた。また，生活習慣向上の背景に保護者要因（父親）が大きく関わっていることも明らかにすることができた。 

① 廣川  仁 山武市立大富小学校 体育 
② 発達段階に合わせた効果的な体育指導のあり方 ～幼児教育とつなぐ投動作向上を目指して～ 
③ こども園年長児と小学校１年生を対象に，身近な材料を使った遊びを通した投能力の向上を目指した。運動を 

苦手とする園児や児童も，進んで投げる遊びに取り組むようになり，投能力を伸ばすことができた。 

① 鈴木 五月 大網白里市立大網小学校 特別活動 
② 小学校における「レジリエンス教育」の在り方 

 ～自尊感情を高め，豊かな人間関係を育てる活動を中心にして～ 
③ 児童の困難に立ち向かう心の力を育てるための「レジリエンス教育」のプログラムを作成し，実践した。体験 

活動や学校行事を軸にプログラムを進めた結果，自尊感情や社会性などの心の力を高めることができた。 

① 関 奈穂子 大網白里市立大網東小学校 特別支援教育（発達障害） 
② 通常の学級における平仮名の読みにつまずきのある児童への指導について 

～低学年を対象にしたアセスメントシートの作成と活用を通して～ 
③ 平仮名の読みのつまずきを把握するためのチェック表及びオリジナルアセスメントシートを作成した。それ 

を基に特殊音節及び教科書の文章を短冊にし，毎日１５分継続したことで，児童の音読速度が速まり，「読めた」 
という自信から，授業にも意欲的に参加する様子が見られた。 

① 吉田  歩 いすみ市立大原中学校 教育臨床 
② 学校教育相談を進める上で大切な視点は何か 
③ 学校教育相談の困難さを分析しまとめた過程で，知識不足や思い込みという気づきの整理ができた。気づきを 

通した自己理解・自己変容により，他者理解の視野が広がる。故に，学校教育相談で大切なことは気づきを得る 
ために自分を俯瞰し理解しようとする教師の態度であることにたどり着いた。 

 千葉県では，現職教員に対し，学校現場を離れて長期間の研修機
会を与え，県・地区のリーダーとして本県教育の推進者となる人材
を育成することを目的に，長期研修を実施しています。東上総管内
では，今年度９名の小・中学校の教諭が長期研修を行いました。 

『東上総の教育』の積極的な活用をお願いします！ 


